
-1- 

 

 

昨年に続き少雨傾向が続く大井川は解禁から川況が

落ち着き、６月はあゆ餌釣り、７月中旬から友釣りが

本調子を迎えました。平均より２週間ほど早い鮎シー

ズンの到来に、ＪＲ鉄橋～丹原地先にかけ連日多くの

釣り人で賑わっています。 

今年は４名の監視員が、猛暑の中漁場を巡回し、ル

ールやマナーの励行に務めています。また時には監視

車両のスリップに助力してくれた方もいるなど、日頃

の皆さまのご協力に温かい気持ちを覚えます。 

 ８月７日の台風５号上陸により、川がリセットされ

ました。シーズン後半、大鮎と出会うことができるで

しょうか。 
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冷水病の発生について（伊久美川） 

 ６月初旬～中旬にかけ、伊久美川の鮎の一部に

冷水病が確認されました。 

 この感染症は、水温１８～１９℃が続くと発生

しやすく、水温が２０℃以上になると収束すると

されています。８月現在、 

魚病はすでに見られません 

が、今後疑わしい鮎を見つ 

けたら川に戻さず、組合ま 

でお知らせください。 

新東名付近の鮎えさ釣り 

場所むらや個人差はありますが、多い

人は 30～40尾を釣りあげました。 


